
越前市総合計画審議会 

＜第１回：次第＞ 

                          

日時：令和４年４月２１日（木） 

１８時３０分～１９時３０分 

会場：市民プラザたけふ ４階 

多目的ホール  

                      

   

 

 〔開 会〕 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ 会長の選出（互選） 

 

 ３ 会長あいさつ 

 

４ 会長への諮問 

 

 ５ 議事 

（１）改定の概要 

   

６ その他 

     

〔閉 会〕 



越前市総合計画の改定について
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(1)総合計画とは
総合計画は、本市の将来目標と、それを達成するための市政の基本的方向を総合的
かつ体系的に示し、計画的に市政を運営していくための指針として、行政計画におけ
る最上位の計画として位置付けられるものです。

と市が、役割を分担し、補完しあいながら、まちづくりに取り組んでいくための共通
目標を示す役割を担います。

１ 越前市総合計画について



１ 越前市総合計画について

(２)現在の総合計画について

１）「越前市総合計画」の策定
平成17年10月1日、旧武生市と旧今立町が合併し、新市「越前市」が誕生しました。
合併後、速やかに総合計画の策定に取り掛かり、平成19年3月に計画期間を10年と

した「越前市総合計画」を策定しました。
平成30年３月の見直しで、“基本構想”を“将来への羅針盤”と名称変更しました。

（基本構想）将来への羅針盤

（基本計画）計画体系 具体的な施策の体系を表すもの
４年ごとに見直し

本市が進むべき方向を示すもの
平成１９年の策定以降、変更なし

数値目標・活動指標を定め各種施策を具体的に
推進するもの
毎年見直し

実践プログラム

計画体系のイメージ



１ 越前市総合計画について

(３)改定について
人口減少、高齢化、コロナ禍、北陸新幹線県内開業、脱炭素化、デジ

を持って総合計画を改定します。



２ 総合計画の構成イメージについて（たたき台）

・ や基本理念を示します。
２０４０年度（令和２２年度）までの概ね２０年間を計画期
間と想定しています。
●将来像 ●基本理念 ●基本目標など

基本構想

・基本構想での将来像や基本理念を実現するために、政策の
方向性を体系的に示します。

・
・状況の変化に応じて、都度見直していきます。

・基本計画を基に毎年の実践目標を数値で設定し、具体的な事
業の進捗管理を行います。

・数値目標を達成しているかどうかを確認しながら、３カ年分
を毎年度チェックして見直していきます。

基本計画

実践目標

将来への
羅針盤

計画体系

実践
プログラム

現在の計画 新しい計画



３ 改定の基本的な視点について（たたき台）

【共通の視点】

進めていくための共通の目標であります。そのことから、計画の内容やデザ
インなど全体的に分かりやすく、見やすい計画を目指します。

【視点１】住んでいる人が誇りを持ち、住み続けたい、帰ってきたいと思える
ふるさとづくりを目指す
人口減少・少子高齢社会となる中で、市内に居住する定住人口の増加のた

めに、住んでいる人が誇りを持ち、住み続けたい、帰ってきたいと思えるふ
るさとづくりを目指した計画とします。

【視点２】越前市が誇る地域の宝を磨き輝かせ、文化県都として魅力向上を目指す
歴史と文化が息づく地域の宝を磨き上げ、本市の魅力を最大限活かした計

画とします。



３ 改定の基本的な視点について（たたき台）

【視点３】社会変化に対応した安全安心なまちづくりを目指す

台風、大雪などの自然災害の激甚化や新型コロナウイルスの感染拡大など
による社会の変化に対応した安全安心なまちづくりを目指した計画とします。

【視点４】人生百年時代を健やかに暮らせる社会を目指す

こ
とのできる社会を目指した計画とします。



越前市総合計画審議会議 会

≪庁内体制≫
≪ ≫

●学生向け意識調査
●ワークショップ（学生、
若者、子育て世代等）

●地域ミーティング
●個別ミーティング
●各種団体とのﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
●パブリックコメント

諮問

答申

議決（基本構想）
・意見

報告・上程
指示 報告

策定本部

≪有識者≫
各分野の有識者を招
いたセミナーやワー
クショップ等の開催

助言

策定チーム

意見 助言

４ 改定に向けた組織体制について

詳細は次ページ 意見



５

項目名 実施時期 対象者 実施方法
４，０００人
無作為抽出 満足度と幸福感に関する調査

学生向け意識調査 市内高校生、
仁愛・県立大学生 ＱＲコードを活用した意識調査

ワークショップ 学生、子育て世代、
若手事業者 等

各世代ごとに越前市の強み、将来像についてのグルー
プワーク実施

各分野の有識者を招いてのセミナー開催
参加者アンケート実施

地域ミーティング 各地区自治振興会 市内８ブロックに分かれて実施

個別
ミーティング 各種関係団体 各分野の関係者との意見交換

各種団体との
ミーティング 随時 各種団体 各種団体等との会議の際に意見交換

パブリックコメント 計画案を提示し意見募集



６ これまでの取組みについて
項目名 日時 講師 内容

職員向け講演会① 2月7日（月) 福井県立大学
進士 五十八 氏

まちづくり計画論

職員向け講演会② 2月10日（木） 福井県立大学 地域経済研究所
准教授 高野 翔 氏

ウェルビーイングなまちづくり

職員向け講演会③ 2月14日（月） 株式会社ＰＴＰ
代表 福嶋 輝彦 氏

これからのまちづくり
（地域振興、脱炭素社会）

職員向け講演会④ 3月18日（金） 福井県立大学 地域経済研究所
准教授 杉山 友城 氏

地域創生と文化創造

職員向けワーク
ショップ

3月25日（金） オフィス・マインドルージュ
藤田 由美子 氏

ＳＤＧｓ ｄｅ地方創生
カードゲーム

●グラフィックレコード（次ページ）を用いて、講演会やワークショップの内容をわかりやすく見える化
●講演会の様子はYouTubeの越前市公式チャンネルで公開中（こちらから↓）

共通の視点『 』



６ これまでの取組みについて ①講演会のグラフィックレコード（第１回 進士 五十八 氏）



６ これまでの取組みについて ②講演会のグラフィックレコード（第２回 高野 翔 氏）



６ これまでの取組みについて ③講演会のグラフィックレコード（第３回 福嶋 輝彦 氏）



６ これまでの取組みについて ④講演会のグラフィックレコード（第４回 杉山 友城 氏）



７ 全体スケジュールについて



８ 審議会開催の流れ（想定）

・改定の概要説明
・本市の現状説明

・基本構想案説明

・基本計画案説明

・パブリックコメント結果説明
・答申案について説明

１１月上旬 第４回審議 

１０月下旬 第３回審議 

８月上旬 第２回審議 

４月２１日 第１回審議 

・基本計画案説明

１月下旬 第５回審議会

２月上旬 答申

２月下旬 ３月議会に上程

３月中旬 ３月議会で議決

３月下旬 市総合計画策定本部会議で決定


